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年表や歴史上の人物の資料を
基に、社会科で学習した言葉を
使って日本の様子の変化につ
いて説明する問題。 

◆問題の概要 



◆正答例 

「日本の国際的な地位が向上して 
  対等な立場になっている」  

◆この問題から見える児童生徒の課題 

  資料から必要な情報を取り出し、社会科で学習した 
  言葉を使って説明できない 

大久保利通と小村寿太郎の資料をもとに，日本の国力が 

充実した背景について考えることができる。 

 

◆出題のねらい 



 

 

課題を 
つかむ 

自分の 
考えをもつ 

話し合う  
交流する 

いつでも学習の流れ
を確かめられるように 

活動に具体的な 
ねらいをもたせる 

まとめる 
振り返る 

・話し合う、交流する場面では、友達の説明を聞いたり自分の考えを説明したりして 

 深め合っていくことができるということを頭に置いて学習を進めていけるようにする。 

課題解決的な学習を一層充実させる 

 
資料から必要な情報を取り出し、社会科で学習した言葉を使って説明するために 
 

学習の手引きを作成 



作業的、体験的な学習を一層充実させ、言語活動を活発に 

・ゲストティーチャーや友だちに語りかけるように説明させる。 

・作成したレポートを基にしたりＩＣＴ機器を活用したりして説明させる。 

・図、表、グラフなどを使って根拠を示しながら説明させる。 

・体験で分かったことや感じたこと、疑問などをすぐに記述させたり、話し合わせたりすることで、説明のもとになる 

 コミュニケーションが活発になるようにする。 

 
資料から必要な情報を取り出す 社会科で学習した言葉を使って説明するために 
 



大久保利通と小村寿太郎を比べてみると 

ことがわかる。 

・事実を並べて書くだけでなく、言葉の意味するものやその後の影響が分かるように線でつないでいく。 

・絵や写真などを言葉と一緒に並べて板書することで時代のイメージをもちやすくする。 

・色を変えたり吹き出しを使ったりしてポイントとなる情報を見付けやすくする。 

重要な用語や人名などに目を向けやすくする 

 
資料から必要な情報を取り出し、社会科で学習した言葉を使って説明するために 
 



授業の終わりに確かめ・評価を 

・小テストによる評価        （例）小学６年  授業後、板書やノートを見ながら考えさせる。 

「大久保利通と小村寿太郎の時代では、日本の国際的な地位が大きく変化しました。それを説明するために大切だと思う言葉を 

 板書やノートを見ながら５つ書いてみましょう」 

・読解力テストを活用した評価  （例）平成２３年度中学校第１学年（社会４） 

レポート文中から情報を取り出す 

例にならって説明する 

（冒頭部分の書き出しに続けて説
明を作る） 

説明をつくるための手がかりやきっかけを与えることで、 

「考えて書く」ことに対する抵抗を和らげ、「無解答」を 

回避する手だてを。 

 
資料から必要な情報を取り出し、社会科で学習した言葉を使って説明するために 
 

返却時に回答を紹介し合うことで
表現する意欲にもつなげる 



日常の指導から学習環境を整えて 

当時の時代背景やその理由まで
書けているノート 

前時までに使用した掲示物 
・調べた結果から「考えられること」をノートに記述させる。 

・学年当初は特に丹念にノートの使い方を指導する。 

・キーワードの含まれた資料を準備して 

 おき、学習の進度に応じて掲示する。 

・授業で使用した資料を掲示する。 

 
資料から必要な情報を取り出し、社会科で学習した言葉を使って説明するために 
 



レポートや新聞作成の過程でトレーニング 

歴史上の人物や時代を
特色づける出来事から
言葉を選んで見出しを
考えるようにする 

年表と資料を併せて活用させることによって
原因と結果、影響が見渡せるようにする 

人物の働きを並べて書いてみることで、時代
の変化や差違を対比的に捉えやすくする 

「楽しかった」「きれいにできた」など活動に対する単なる感想ではなく、
課題に対して、社会科で学習した言葉を使ってまとめを書かせるように
する 

 
資料から必要な情報を取り出し、社会科で学習した言葉を使って説明するために 
 



社会科の好きな子どもに 
生活科とのつながりを意識して 

地域の文化を活用して 

本や資料だけで調べるん
じゃなくて、実際に調べに
行ってみたいな… 

地域に出かけて地域の
方と直接語り合う活動 

地域の文化財に触れて感じたことや
見つけたことを語り合う活動 

公共物や公共施設を活用して
気付いたことを語り合う活動 

働いている人を取材してその場でメモをとり、
教室に帰ってまとめたり説明したりする活動 

地域の博物館などを見学して 

レポートや新聞を作る活動 


